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平成24年(2012年)2月1日

12月定例会ではこんなことが決まりました
政府関係機関に意見書を送付
7人の議員が一般質問を行いました
委員会のうごき

②
③
⑤
⑩

12月定例会

法輪寺　複弁八弁蓮華文軒丸瓦
（斑鳩文化財センターの冬季企画展〔2月23日～ 3月27日〕に展示予定）　

ふくべん  はち べん れん  げ   もんのき まるがわら

嶋田　善行
広報発行常任委員会
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❷

　平成２３年第５回臨時会が１１月２８日に開かれ、斑鳩町の
一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例に
ついて等について審議しました。また、平成２３年第６回定例
議会が、１２月５日から２２日までの１８日間の会期で開か
れ、斑鳩町暴力団排除条例についてなど、１４議案を可決等し
ました。その他、陳情２件について審議し、下記の結果となりま
した。最終日には条例改正 1 件と意見書２件が提出され、それ
ぞれ下記の結果となりました。

１１月臨時会の案件 結　果

条例 満場一致で可決斑鳩町の一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について

議会の委任による町長専決処分の報告について（損害賠償の額の決定につい
て）

議会の委任による町長専決処分の報告について（平成23年度斑鳩町一般会
計補正予算（第３号）について）

10ページに関連記事

4ページに賛否の討論

4ページに賛否の討論

3ページに意見書

報　告報告

１2月定例議会の案件 結　果

条例 満場一致で可決

満場一致で可決

満場一致で可決

満場一致で可決

満場一致で可決

賛成少数で否決

賛成多数で可決

斑鳩町暴力団排除条例について

斑鳩町暴力団排除条例の施行に伴う関係条例の整備に関する条例について

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正
する条例について

斑鳩町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について

斑鳩町町税条例の一部を改正する条例について

平成23年度斑鳩町一般会計補正予算（第４号）について

平成23年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）について

平成23年度斑鳩町公共下水道事業特別会計補正予算（第1号）について

平成23年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について

平成23年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第２号）について

平成23年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の締結について

三郷町公共下水道施設を斑鳩町住民の利用に供することについて

斑鳩町公共下水道施設を三郷町住民の利用に供することについて

要望書について

「介護職員処遇改善交付金の継続」を求める意見書採択を求める要請書について

「介護職員処遇改善交付金事業」を平成24年度以降も継続することを求める意
見書について

政党助成金を廃止して、東日本大震災被災者救援に使うことを求める意見書に
ついて

不採択

採択

予算

契約

その他

陳情

意見書

　議会に上程された議案書は、役場３階の議会事務局で閲覧することができます。それぞれの議案について、詳しく知りたい場合
は、役場３階の議会事務局までお越しください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  TEL７４－１００１（内線３０２）

議会の議案書を閲覧できます
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No.71❸

「介護職員処遇改善交付金事業」を平成２４年度以降も継続することを求める意見書

　平成２４年４月に介護報酬の改定が予定されており、厚生労働省介護保険部会で審議がされているところです。

超高齢社会を迎えて、介護を担う介護職員の不足が深刻で、その処遇改善の必要性が社会問題化した平成２１年度、

麻生内閣によって創設された「介護職員処遇改善交付金事業」は、平成２３年度末で終了するものとなっています。

　来年度の介護報酬改定にあたり、この「介護職員処遇改善交付金事業」を継続するのか、処遇改善に相当するもの

を介護報酬に組み込むのかが大きな焦点といわれています。

　私たちは、次の２つの理由から、税金を投入している現在の「介護職員処遇改善交付金事業」を平成２４年度以降

も継続することを求めます。第一に、介護報酬の中に組み込めば、介護報酬の約２％に相当するといわれ、当然、介護

保険料の引き上げ、利用料の増大に結びつきます。第二に、介護職員の処遇改善はいまだ改善された状況になく、離

職者が依然として高い状況が続いています。また、事業者は介護職員の確保に苦慮しています。

　介護報酬に組み込んだ場合、職員の処遇改善に結びつく保障がなくなります。介護報酬のアップ分を処遇改善に

充てるか否かは事業者の判断次第ということになってしまいます。

　つきましては、以上の主旨から、国ならびに関係機関におかれましては、「介護職員処遇改善交付金事業」を

平成２４年度以降も継続するために尽力していただくことを強く求めます。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　　平成２３年１２月２２日

奈良県斑鳩町議会

政府関係機関に
1件の意見書を送付

　１２月定例会では、「介護職員処遇改善交付金事業」を平成２４年度
以降も継続することを求める意見書が可決され、政府関係機関に意見
書を送付しました。
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❹

平成２３年度斑鳩町一般会計補正予算（第４号）について

【反　対　意　見】　木　澤　議　員

　今回の補正予算のなかで問題があると考えているの
は、保育園の給食・調理洗浄業務委託についてです。
　保育所の給食は、小中学校以上に一人ひとりの子ども
に対し丁寧な対応が必要になります。個別のアレルギー
対応食を作ることはもとより、ゼロ歳児への離乳食やま
た幼児食など発達段階に応じた一人ひとりの子どもに
対しての調理が求められます。ですから、町採用の給食
調理員により子どもたちの体調などにも気を配ってい
ただける直営体制のほうが望ましいと考えます。
　町は、給食調理員など臨時職員の確保が大変だと言い
ます。しかし、臨時職員は何年働いても昇級はありませ
ん。さらに以前に町は臨時職員の時給を一律１０％カッ
トするなど、臨時職員に厳しい対応をしてきました。そ
うした町の姿勢が人材確保の障害になっているのでは
ないでしょうか。このような実態があるなかで、人材確
保がきびしいからと、今いる給食調理員の数を減らして
まで民間委託をすすめ、安易に問題解決を図ろうとする
そのやり方については、納得ができません。なぜ、臨時職
員の確保でここまで苦労するのか、その点をもっと追求
し、斑鳩町として質の高い保育を保っていただくことを
強く要望いたします。

【賛　成　意　見】　小　林　議　員

　今回の補正予算は、障害者介護給付・訓練等給付費や
保育所の広域入所委託料の増額、老人憩の家の屋根改修
等の費用、さらには、待機児童を解消するためのあわ保
育園の改装等に要する費用など、子育て支援の充実や町
民の皆さんの生活に密着した予算が盛り込まれていま
す。
　また、保育園の給食調理・洗浄業務を民間事業者に委
託するための債務負担行為の補正予算については、小学
校や中学校においても、すでに導入され数年経過してい
ますが、適切に運営されていると考えます。
　保育園における導入についても、担当常任委員会や本
定例会中の理事者からの説明や答弁では、保護者会への
説明も行い、子ども一人ひとりの離乳食やアレルギーへ
の対応なども適切にしていただく、また、保育園行事の
協力など、いままでと同様の対応をしていただけるよう
考慮されており、町の考えは理解できるものです。
　なお、弱い立場の臨時職員のことにも配慮をしていた
だくことを付け加えお願いし、平成２３年度斑鳩町一般
会計補正予算（第４号）に賛成します。

政党助成金を廃止して、東日本大震災被災者救援に使うことを求める意見書について

【反　対　意　見】　飯　髙　議　員

　政党助成金は、国民の皆様の貴重な税金などの財源で
賄われており、使途については、国民の皆様の信頼を損
なうことのないよう、各政党が責任を自覚し、法律に基
づく運用をしていかなければなりません。
　意見書では、「違法性の高い残金は、直ちに返還を求め
る」とのことですが、現行の法律により執行されていま
す。また「返納と廃止によって確保した税金は東日本大
震災被災者救援に充てる」とのことですが、政党助成金
は、この法律の目的に沿った使い方をしており、これを
財源に充てることは、あまりにも性急であると考えま
す。東日本大震災被災者救援と結び付けるのは、別の次
元で考えるべきです。また復旧・復興財源として、すで
に、半年間で、衆参両院の国会議員の歳費 (給与 ) を１
人当たり３００万円 (月額５０万円 )削減し、実施され
ています。
　しかしながら、復旧・復興に向けた財源は、限りなく
必要となることから今後も、議員自らの身を削る思い
で、被災者救援の財源のため、「国会議員一人ひとりの歳
費削減の継続」を進め、また「国会議員定数削減」も視野
に入れながら被災者救援のための財源的寄与となるよ
う、早急に実施することが、先決ではないかと考えます。

【賛　成　意　見】　里　川　議　員

　私は基本的に、政党は本来、自らが集めた資金で運営
すべきであると考えている。各党の使途等報告書にも疑
問もある。民主・自民・公明など、国民に所得税などの
復興増税や消費税増税を押し付けるために、「国会議員
も身を切る」などと言っているが、政党助成金の返上は
しない。国民への増税の前に返上すべきである。
　赤ちゃんからお年寄りまで、１人２５０円、３１９億
４１９９万円も支出されている。２０１０年の国勢調査
で、約２８万８０００人の人口増となり、２０１２年度
から７２００万円増額される。２０１１年には、東日本
大震災や台風１２号などにより、多くの方が亡くなり、
行方不明になり、国勢調査の人口は大きく変動している
のに、今後５年間、間違った数字のまま増額して支払わ
れるのは問題である。また、基金への溜め込みも問題で
ある。使い残した政党助成金は、貴重な税金だから国庫
に返還するのが原則。しかし、各党は「基金」など抜け道
を使って溜め込んでいる。基金額は民主党で４４億６２
８万もある。政党助成金を選挙の供託金に充てるケース
もあり、税金で選挙に出て、一方では政党に所属してい
なければ、自分で何とかして用立てるしかないのは問題
である。
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No.71❺

▲三代川とイツボ川の合流点

　本定例会での一般質問は、12月8日・9日の両日、7人の議員が

行いました。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。　　

　２日間で延べ12人の方が傍聴に来られました。　　
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期
的
な
河
川
管
理
を
、
管
理
者
で

あ
る
県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
地
域
防
災
の
充
実
に
つ
い
て

※
疾
病
予
防
・
健
康
増
進
と
各
種

　
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
状
況
に
つ
い

て

議
員
　
現
在
斑
鳩
町
で
は
、
小
学

校
１
、
２
、
３
年
生
、
中
学
校
１

年
生
で
30
人
学
級
を
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
多
く
の
保
護
者
や
教
員

な
ど
か
ら
「
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
が

良
く
な
っ
た
」「
子
ど
も
た
ち
に

目
が
行
き
届
く
よ
う
に
な
っ
た
」

と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全

国
的
に
少
人
数
学
級
が
広
が
る
な

か
、
文
科
省
が
来
年
度
で
小
学
校

２
年
生
ま
で
35
人
学
級
を
拡
大
す

る
と
い
う
予
算
要
望
を
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
斑
鳩
町
で
は
、
小
中
学

校
全
学
年
で
30
人
学
級
を
実
施
し

30人学級の拡大を

木　澤　正　男  議員

一 般 質 問
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て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す

が
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長
　
町
と
し
て
も
30
人
学
級

編
成
は
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
予
算
と
の
関
係

や
教
室
数
の
問
題
な
ど
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
解
決
策

を
見
出
す
な
か
で
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
立
保
育
所
の
来
年
度
の
対
応
と

今
後
の
方
向
性
は

議
員
　
来
年
度
の
入
所
申
込
み
状

況
と
そ
れ
に
対
す
る
町
の
対
応
に

つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

住
民
生
活
部
長
　
現
行
の
面
積
基

準
に
よ
る
受
入
れ
可
能
児
童
数
に

対
し
、
ゼ
ロ
歳
児
で
11
人
、
３
歳

児
で
９
人
が
上
回
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
ゼ
ロ
歳
児
１
人
に
つ
い

て
は
４
．９
５
㎡
と
い
う
基
準
で

し
た
が
、
県
に
相
談
し
た
と
こ
ろ

国
の
基
準
で
あ
る
３
．３
㎡
で
も

問
題
な
い
と
回
答
が
あ
り
、
で
き

る
だ
け
待
機
児
を
出
さ
な
い
と
い

う
方
向
で
ゼ
ロ
歳
児
を
受
け
入
れ

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
来
年
度
の
入
所
申
込
状

況
か
ら
考
え
る
と
新
た
に
保
育
士

が
７
名
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

現
在
行
っ
て
い
る
試
験
で
は
４
名

の
採
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
足
ら
な
い
分
は
臨
時
の
保

育
士
で
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
応
募
の
少
な
い
状
況
を
改

善
し
、
保
育
士
を
確
保
し
て
い
た

だ
き
た
い
。ま
た
、今
後
の
保
育
所

運
営
に
つ
い
て
も
、
面
積
基
準
や

行
政
の
責
任
を
守
り
、な
お
か
つ
、

待
機
児
は
出
さ
な
い
と
い
う
こ
れ

ま
で
の
町
の
姿
勢
を
堅
持
し
て

い
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
強
く

要
望
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
要
望
に

応
え
て
、
観
光
の
発
展
を
め
ざ

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

議
員
　
来
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
の

介
護
保
険
第
５
期
計
画
で
、
新
た

に
創
設
さ
れ
た
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
（
総
合
サ
ー

ビ
ス
）が
あ
る
。こ
れ
は
、
市
町
村

が
こ
れ
ま
で
の
制
度
ど
お
り
の

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
の
か
、
総
合

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
行
う
の
か
が
、

選
択
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て

い
る
が
、
町
の
考
え
方
は
ど
う
な

の
か
。

住
民
生
活
部
長
　
11
月
17
日
に
開

催
し
た
介
護
保
険
運
営
協
議
会
で

審
議
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
第
５

期
計
画
で
は
検
討
期
間
と
し
て
、

総
合
サ
ー
ビ
ス
は
行
わ
な
い
と

な
っ
た
。

議
員
　
総
合
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
内

容
が
十
分
に
わ
か
っ
て
い
な
い
こ

と
も
あ
り
、
現
在
受
け
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
の
供
給
が
低
下
す
る
お

そ
れ
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

行
わ
な
い
ほ
う
が
よ
い
と
思
う
。

　
ま
た
、保
険
料
の
問
題
も
、被
保

険
者
の
皆
さ
ん
に
は
重
要
な
こ
と

で
あ
る
が
、
ど
の
程
度
値
上
が
り

す
る
の
か
。

住
民
生
活
部
長
　
平
成
24
年
度
か

ら
平
成
26
年
度
の
３
年
間
に
お
け

る
給
付
量
の
見
込
み
に
対
し
て
、

保
険
料
の
概
算
を
す
る
が
、現
在
、

各
種
の
数
値
の
積
算
中
で
、
12
月

27
日
に
開
催
す
る
介
護
保
険
運
営

協
議
会
に
諮
り
、
決
定
し
て
い
き

た
い
。

　
ま
た
、
所
得
に
応
じ
た
保
険
料

段
階
の
設
定
に
つ
い
て
も
、
さ
ら

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

議
員
　
国
の
見
込
み
で
は
、
保
険

料
は
標
準
月
額
が
５
千
円
を
超
え

る
と
な
っ
て
い
る
。近
隣
の
町
で

も
、
８
百
円
上
が
る
と
試
算
さ
れ

て
い
る
。保
険
料
の
軽
減
を
図
る

た
め
の
方
策
と
し
て
、
県
に
あ
る

財
政
安
定
化
基
金
の
取
り
崩
し
を

す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
32
億

円
を
超
え
る
こ
の
基
金
の
運
用
は

重
要
で
あ
る
。国
・
県
・
町
が
３

分
の
１
ず
つ
拠
出
し
た
基
金
の
う

ち
、
町
の
分
は
保
険
料
軽
減
に
用

い
ら
れ
た
と
し
て
も
、
県
の
分
と

国
の
分
は
ど
う
な
る
の
か
。

住
民
生
活
部
長
　
県
の
ほ
う
に
、

再
三
、確
認
を
し
て
い
る
が
、現
段

階
で
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
と

い
う
回
答
し
か
得
ら
れ
な
い
状
況

で
あ
る
。

議
員
　
平
成
24
年
４
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
問
題
な
の
に
、
市
町

村
も
困
難
な
こ
と
だ
が
、
被
保
険

者
の
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
お

知
ら
せ
す
る
よ
う
努
め
て
ほ
し

い
。

どうなる平成２４年からの
　　　　　介護保険制度

里 川 宜 志 子  議員
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絆

議
員
　
自
治
会
活
動
と
は
「
良
好

な
地
域
社
会
の
維
持
及
び
形
成
に

資
す
る
活
動
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
治
会
活
動
に
対
す
る
実
態
の

把
握
と
、そ
の
認
識
を
問
う
。

総
務
部
長
　
平
成
22
年
11
月
に
自

治
会
の
活
動
内
容
、
役
員
の
選
出

方
法
や
任
期
、
集
会
所
等
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
自
由
意
見
欄
で
は
、
自
治

会
離
れ
や
役
員
選
出
方
法
な
ど
、

様
々
な
課
題
に
ご
苦
労
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の

自
治
会
の
役
割
は
た
い
へ
ん
重
要

で
あ
り
、
ま
た
東
日
本
大
震
災
を

機
に
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
が
叫
ば
れ
て
お
り
、
災
害
時
で

の
対
応
な
ど
自
治
会
活
動
は
、
安

全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自

治
会
へ
の
加
入
促
進
の
Ｐ
Ｒ
や

「
地
域
の
絆
」の
大
切
さ
を
啓
発
す

る
こ
と
に
よ
り
、
自
治
会
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

議
員
　
集
会
所
等
を
拠
点
と
し

て
、
そ
の
活
動
の
活
性
化
を
は

か
っ
て
い
る
自
治
会
も
増
え
て
い

ま
す
。

　
平
成
３
年
に
法
整
備
さ
れ
た
地

縁
団
体
設
立
へ
の
対
応
を
問
う
。

総
務
部
長
　
自
治
会
等
が
一
定
の

手
続
き
の
下「
認
可
地
縁
団
体
」と

し
て
法
人
格
を
取
得
で
き
る
こ
と

に
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。法
改
正
の
趣
旨
に
鑑
み
、適
正

な
財
産
管
理
を
行
う
た
め
に
、
こ

の
制
度
の
周
知
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。今
後
と
も
様
々
な
機
会

を
通
じ
て
啓
発
を
行
い
、
地
縁
団

体
の
設
立
を
促
進
し
ま
す
。

議
員
　
地
縁
団
体
の
設
立
は
、
単

に
適
正
な
財
産
管
理
に
資
す
る
だ

け
で
な
く
、
会
則
等
の
整
備
に
よ

り
円
滑
な
運
営
に
寄
与
し
、
輪
番

制
の
役
員
に
と
っ
て
も
職
務
の
推

進
に
役
立
ち
ま
す
。

　
今
後
、
集
会
所
等
の
補
助
金
交

付
条
件
と
し
て
、
補
助
対
象
物
件

の
明
確
化
の
た
め
に
も
「
登
記
の

義
務
付
け
」を
規
定
し
、地
縁
団
体

の
設
立
が
増
加
し
、
自
治
会
活
動

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
提

案
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
自
治
会
連
合
会
の
設
立
経
緯
と

町
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て

※
街
区
基
準
点
の
補
助
点
・
節
点

の
管
理
・
保
全
に
つ
い
て

※
低
入
札
価
格
調
査
制
度
の
意
義

と
実
施
状
況
に
つ
い
て

※
入
札
予
定
価
格
事
前
公
表
の
導

入
経
緯
と
、
建
設
工
事
以
外
へ

の
事
前
公
表
に
つ
い
て

▲議場

▲議場内の
　傍聴席（39席）

「
地
域
の
絆
」
は

　
　
　
自
治
会
活
動
か
ら

議会を傍聴してみませんか！
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議
員
　
６
月
定
例
会
で
質
問
し
ま

し
た
中
宮
寺
前
交
差
点
か
ら
中
宮

寺
バ
ス
停
ま
で
の
歩
道
設
置
に
つ

い
て
、
そ
の
後
の
状
況
を
お
尋
ね

し
ま
す
。

都
市
建
設
部
長
　
現
在
、
奈
良
国

道
事
務
所
で
は
、
こ
の
区
間
の
早

期
整
備
の
た
め
、
予
算
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

議
員
　
建
設
水
道
常
任
委
員
会
で

も
申
し
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
法

隆
寺
参
道
東
側
の
信
号
か
ら
法
隆

寺
東
交
差
点
ま
で
の
区
間
に
つ
い

て
も
、
同
時
に
整
備
さ
れ
ま
す
こ

と
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

斑
鳩
町
の
犯
罪
発
生
状
況
と

今
後
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て

議
員
　
町
内
で
の
犯
罪
件
数
に
つ

い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

総
務
部
長
　
町
内
で
の
平
成
23
年

の
犯
罪
件
数
は
、
11
月
末
で
２
１

２
件
で
、
前
年
同
期
の
犯
罪
件
数

２
０
８
件
と
比
べ
て
、
４
件
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　
犯
罪
の
内
容
に
つ
い
て
お

尋
ね
し
ま
す
。

総
務
部
長
　
主
な
犯
罪
と
し
て
、

オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
の
盗
難
が

54
件
、車
上
部
品
狙
い
が
49
件
、住

宅
へ
の
侵
入
が
11
件
、
事
務
所
等

へ
の
侵
入
窃
盗
が
10
件
、
ひ
っ
た

く
り
が
３
件
で
す
。

議
員
　
犯
罪
が
発
生
し
て
い
る
地

域
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

総
務
部
長
　
斑
鳩
交
番
が
管
轄
す

る
区
域
が
84
件
、
法
隆
寺
駅
前
交

番
が
１
１
３
件
、
法
隆
寺
駐
在
所

が
15
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　
町
と
し
て
の
対
策
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
ま
す
。

総
務
部
長
　
斑
鳩
町
で
は
、
町
民

の
安
全
意
識
の
高
揚
と
自
主
的
な

安
全
活
動
を
推
進
す
る
た
め
「
斑

鳩
町
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
条
例
」を
制
定
し
、毎

年
「
身
近
な
犯
罪
か
ら
家
庭
を
守

る
町
民
集
会
」等
を
開
催
し
、住
民

の
皆
様
に
「
地
域
の
安
全
は
住
民

自
身
で
守
る
」
こ
と
の
必
要
性
に

つ
い
て
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま

す
。ま
た
、広
報
紙
に
斑
鳩
交
番
だ

よ
り
を
連
載
し
、
犯
罪
の
傾
向
や

対
処
法
の
周
知
を
は
か
っ
て
い
ま

す
。

議
員
　
刃
物
等
を
持
っ
た
者
が
子

ど
も
や
女
性
を
狙
っ
た
場
合
、
避

け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
防
犯
カ
メ
ラ
等
を
設

置
す
る
な
ど
、
犯
罪
の
抑
制
に
努

力
研
究
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
に
強
く
要
望
し
ま
す
。

議
員
　
騒
音
に
つ
い
て
、
早
朝
よ

り
大
音
量
で
ラ
ジ
カ
セ
を
鳴
ら
し

て
、
多
く
の
人
が
迷
惑
さ
れ
て
い

る
事
例
が
あ
る
の
で
、
や
め
さ
せ

る
方
法
は
な
い
の
か
。

住
民
生
活
部
長
　
騒
音
の
規
制
は

「
騒
音
規
制
法
」と
い
う
法
律
が
あ

り
、工
場
、事
業
所
、建
設
工
事
、自

動
車
騒
音
に
よ
る
も
の
、
深
夜
に

お
け
る
飲
食
店
営
業
等
や
拡
声
機

に
よ
る
騒
音
等
の
規
制
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、斑
鳩
町
環

境
保
全
条
例
で
も「
何
人
も
、近
隣

の
静
穏
を
害
す
る
よ
う
な
騒
音
を

発
生
さ
せ
な
い
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」と
定
め
て
お
り
、基

本
的
に
は
、
騒
音
規
制
法
に
定
め

ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
通
常
の
事
業

活
動
や
生
活
を
営
む
に
あ
た
り
発

生
す
る
騒
音
を
想
定
し
た
も
の
で

す
。

　
隣
接
す
る
家
に
ス
ピ
ー
カ
ー
を

向
け
て
大
音
量
で
鳴
ら
し
て
い
る

と
い
っ
た
事
例
に
つ
い
て
は
、
騒

音
と
い
う
よ
り
も
意
図
的
に
発
生

さ
せ
て
い
る
音
で
す
。騒
音
問
題

と
い
う
よ
り
、
他
人
へ
の
迷
惑
行

為
の
要
素
が
強
く
、
騒
音
発
生
の

根
本
的
原
因
を
取
り
除
く
こ
と
が

問
題
解
決
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
当
事
者
同
士
が
話
し

合
い
に
よ
り
解
決
さ
れ
る
か
、
出

来
な
い
場
合
は
、
民
事
手
続
き
に

よ
り
解
決
を
図
っ
て
い
た
だ
く
ほ

か
な
い
と
考
え
ま
す
。

国道２５号の歩道設置
　　　　　　　  について

生
活
環
境
の
保
全
と
整
備
を

宮　﨑　和　彦  議員

中　川　靖　広  議員

一 般 質 問

❽
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議
員
　
三
代
川
、
中
宮
寺
前
交
差

点
、
県
道
天
理
斑
鳩
線
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
。

都
市
建
設
部
長
　
三
代
川
改
修
事

業
の
進
捗
状
況
は
、
引
き
続
き
用

地
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

移
転
先
の
選
定
問
題
、Ｊ
Ｒ
本
線

横
断
部
の
構
造
及
び
工
法
に
つ
い

て
協
議
が
長
引
い
て
い
ま
す
。

　
中
宮
寺
前
交
差
点
は
、
基
本
的

な
形
態
案
は
作
成
し
て
い
ま
す

が
、
関
係
機
関
等
と
の
調
整
や
協

議
を
行
っ
て
い
く
と
聞
い
て
い
ま

す
。

　
県
道
天
理
斑
鳩
線
に
つ
い
て
、

富
雄
川
安
富
橋
か
ら
自
動
車
整
備

工
場
前
の
区
間
で
、
用
地
交
渉
が

全
て
ま
と
ま
り
地
権
者
と
契
約
の

締
結
が
で
き
、
近
々
工
事
発
注
さ

れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
道
路
の
下
水
道
工
事
に
つ
い

て
、
私
道
と
町
道
他
道
路
と
の

違
い
。

※
補
償
に
つ
い
て
、
い
つ
か
ら
始

ま
り
、終
わ
る
の
か
。補
償
要
望

に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
土
地
な

ど
、町
の
考
え
方
は
。

議
員
　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認

証
と
運
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
19

年
12
月
議
会
で
一
般
質
問
し
ま
し

た
。今
年
12
月
が
３
年
に
１
度
の

更
新
時
期
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

そ
の
後
、
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ

て
い
る
の
か
、ま
た
、過
去
５
年
間

の
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

住
民
生
活
部
長
　
省
エ
ネ
、
省
資

源
へ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
役
場

庁
舎
内
の
電
気
・
重
油
等
の
使
用

に
伴
う
経
費
は
、い
ず
れ
の
年
も
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
導
入
前
の
平
成
13
年
度
を

下
回
っ
て
お
り
、
平
成
18
年
度
か

ら
22
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
、
１

１
２
０
万
円
の
経
費
が
削
減
で
き

て
い
ま
す
。

　
一
方
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の

認
証
を
維
持
す
る
た
め
、
毎
年
１

回
の
外
部
審
査
の
受
審
が
必
要

で
、
過
去
５
年
間
の
運
用
に
関
す

る
経
費
は
約
２
９
０
万
円
で
す
。

議
員
　
４
年
前
に
質
問
し
た
と
き

は
、
平
成
14
年
か
ら
18
年
ま
で
の

約
５
年
間
で
１
３
３
０
万
円
の
経

費
削
減
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
効
果
は
取
得

時
に
大
き
く
表
れ
ま
し
た
が
、
現

在
は
経
年
に
よ
る
惰
性
に
な
っ
て

い
な
い
か
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
長
　
斑
鳩
町
で
は
、

研
修
、内
部
監
査
を
通
し
て
、職
員

の
意
識
を
常
に
高
い
レ
ベ
ル
で
維

持
し
て
い
ま
す
。今
後
も
シ
ス
テ

ム
運
用
が
惰
性
と
な
ら
な
い
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
　
平
成
15
年
当
時
と
比
較
す

る
と
、
他
の
自
治
体
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１

４
０
０
１
の
認
証
取
得
件
数
が
半

分
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。斑
鳩

町
も
更
新
せ
ず
に
、
今
ま
で
得
た

ノ
ウ
ハ
ウ
で
自
己
管
理
に
切
り
替

え
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で

す
か
。

住
民
生
活
部
長
　
斑
鳩
町
の
場

合
、
現
在
の
シ
ス
テ
ム
運
用
経
費

は
、外
部
審
査
費
用
の
み
で
あ
り
、

仮
に
自
己
宣
言
に
移
行
し
た
と
し

て
も
、
他
の
自
治
体
の
よ
う
に
大

幅
な
経
費
削
減
は
見
込
め
ず
、
費

用
面
か
ら
見
て
、
外
部
審
査
を
や

め
、
自
己
宣
言
す
る
メ
リ
ッ
ト
は

あ
ま
り
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
　
今
後
、
斑
鳩
町
を
取
り
巻

く
状
況
が
大
き
く
変
化
し
た
と
き

な
ど
、
常
に
柔
軟
に
対
応
さ
れ
る

こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
税
に
お
け
る
不
納
欠
損
に
対
す

る
町
の
見
解
を
問
う
。

ミニ解説「ＩＳＯ１４００１」
　企業や自治体などが、組織として環境問題への取り
組みを継続的に進めていくことを約束し、実行するた
めの仕組み（環境マネジメントシステム）についての国
際標準規格です。
　斑鳩町役場は、平成１５年２月に「ＩＳＯ１４００１」の認証
を取得し、環境にやさしいまちづくりをすすめていま
す。

議会だよりが斑鳩町ホームページで
　　　　閲覧できます。
斑鳩町ホームページ（http://www.town.ikaruga.nara.jp)で、町議会を
クリックしてください。
NO.52（平成19年5月1日発行）からのバックナンバーも閲覧できます。

ＩＳＯ１４００１の
　　　　　  運用について

伴　　　吉　晴  議員

町政ここが聞きたい

No.71❾
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建
設
水
道
常
任
委
員
会

　
委
員
会
付
託
議
案

◎
議
案
第
45
号
　
平
成
23
年
度
斑

鳩
町
公
共
下
水
道
管
渠
築
造
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
岡
本
汚
水
幹
線
２
工
区
工
事
の

入
札
を
行
い
、
契
約
対
象
と
な
る

応
札
額
が
低
入
札
調
査
基
準
価
格

を
下
回
っ
た
た
め
、調
査
を
実
施
。

調
査
の
結
果
、
契
約
の
内
容
に
適

合
し
た
履
行
が
さ
れ
る
と
認
め
ら

れ
る
た
め
、
株
式
会
社
竹
中
土
木

奈
良
営
業
所
と
５
億
６
，
１
７
５

万
円
で
工
事
請
負
契
約
の
締
結
を

す
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決
。

◎
議
案
第
46
号
　
三
郷
町
公
共
下

水
道
施
設
を
斑
鳩
町
住
民
の
利
用

に
供
す
る
こ
と
に
つ
い
て

◎
議
案
第
47
号
　
斑
鳩
町
公
共
下

水
道
施
設
を
三
郷
町
住
民
の
利
用

に
供
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
斑
鳩
町
と
三
郷
町
の
行
政
区
域

界
（
龍
田
西
地
区
周
辺
）
に
設
置

さ
れ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
共
下
水

道
施
設
を
相
互
に
有
効
利
用
し
、

効
率
的
に
公
共
下
水
道
の
整
備
を

図
っ
て
い
く
と
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決
。

◎
陳
情
第
６
号
　
要
望
書
に
つ
い

て　
斑
鳩
町
商
工
会
に
対
す
る
助
成

金
の
増
額
に
つ
い
て
配
慮
さ
れ
た

い
と
の
要
望
で
し
た
。

　
前
年
度
の
収
支
決
算
書
や
近
隣

市
町
村
の
補
助
状
況
等
を
資
料
と

し
て
審
議
し
た
結
果
、
補
助
金
の

増
額
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
意

見
で
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
不
採
択
。

　
継
続
審
査
案
件

◎
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

①
　
公
共
下
水
道
事
業
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

　
龍
田
西
６
丁
目
・
稲
葉
車
瀬
地

内
で
は
、
舗
装
復
旧
工
事
が
完
了

し
、
そ
の
他
の
各
路
線
に
つ
い
て

も
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
11
月
末

現
在
の
接
続
状
況
は
２
，
４
２
９

件
で
あ
る
と
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

②
　
都
市
計
画
道
路
の
整
備
促
進

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の
稲

葉
車
瀨
区
間
で
、、
12
月
１
日
か

ら
白
山
神
社
付
近
の
道
路
改
良
工

事
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

③
　
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
周
辺
整
備
事

業
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
町
道
３
１
２
号
線
の
整
備
の
た

め
、
引
き
続
き
用
地
交
渉
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
と

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

 

　
各
課
報
告
事
項

○
一
般
国
道
25
号
斑
鳩
町
歩
道
整

備
設
置
事
業
に
つ
い
て

　
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
歩
道
整

備
事
業
（
猫
坂
〜
竜
田
大
橋
バ
ス

停
）
に
つ
い
て
、
国
が
、
竜
田
大

橋
バ
ス
停
か
ら
イ
オ
ン
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
ま
で
延
伸
し
て
整

備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

（
紀
委
員
長
記
）

　
開
会
中
の
12
月
13
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け

た
４
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
な
ど
、
継
続
審

査
案
件
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

先進地を視察

　１０月２５日と２６日に、先進地視察研修
を行いました。
　香川県多度津町では、公共下水道の接続率
向上対策について研修しました。
　また高松市では、高松市観光ボランティア
ガイドの活動について現地で説明をうけるな
ど、観光振興について研修し、今後、斑鳩町
の観光施策の発展をめざすうえで、参考とな
りました。

→高松市内で
　研修

委員会のうごき

10
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厚 生常任委員会

　
委
員
会
付
託
議
案

◎
陳
情
第
７
号
「
介
護
職
員
処
遇

改
善
交
付
金
の
継
続
」
を
求
め
る

意
見
書
採
択
を
求
め
る
要
請
書
に

つ
い
て

　
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
を
図
る

た
め
、
平
成
21
年
度
に
設
立
さ
れ

た「
介
護
職
員
処
遇
改
善
交
付
金
」

が
、平
成
23
年
で
終
了
す
る
た
め
、

平
成
24
年
度
以
降
も
継
続
を
求
め

る
意
見
書
を
国
に
対
し
て
提
出
し

て
ほ
し
い
と
い
う
内
容
の
要
請
で

し
た
。

委
員
か
ら
は
、

・
医
療
や
介
護
の
現
場
で
働
く
人

の
環
境
が
大
切
で
あ
り
、
こ
の

制
度
を
継
続
す
べ
き
と
考
え

る
。

・
国
に
対
し
て
、
介
護
職
員
の
処

遇
改
善
を
要
望
す
べ
き
。

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
意
見
書
を
委
員
会
発
議

で
提
出
し
ま
し
た
。

（
意
見
書
を
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
継
続
審
査
案
件

◎
環
境
保
全
及
び
ご
み
減
量
化
･

資
源
化
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て

　
平
成
24
年
４
月
か
ら
の
可
燃
ご

み
の
委
託
処
理
が
導
入
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
可
燃
ご
み
の
積
替
え

作
業
を
行
う
た
め
の
仮
設
施
設
工

事
の
施
工
業
者
の
決
定
と
工
程
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
ご
み
の
分
別
収
集
モ

デ
ル
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、

・
異
物
混
入
に
よ
り
、
ご
み
収
集

車
の
火
災
が
発
生
す
る
事
故
が

起
き
て
お
り
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
、
よ
り
一
層
、
ご
み
の
分
別

を
徹
底
し
て
い
た
だ
く
よ
う
呼

び
か
け
て
、
安
全
対
策
に
万
全

の
体
制
を
と
っ
て
ほ
し
い
。

・
ご
み
積
み
替
え
施
設
の
建
設
に

あ
た
り
、
地
元
調
整
は
き
ち
ん

と
さ
れ
て
い
る
か
。

な
ど
の
意
見
・
質
問
が
あ
り
、
理

事
者
か
ら
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
課
報
告
事
項

○
国
民
健
康
保
険
税
等
の
夜
間
・

休
日
納
税
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

　
平
日
の
日
中
に
来
庁
で
き
な
い

方
の
た
め
に
、
３
月
ま
で
夜
間
・

休
日
の
納
税
相
談
窓
口
を
開
設
す

る
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
委
員
よ
り

・
子
育
て
シ
ス
テ
ム
の
こ
れ
か
ら

の
考
え
方
に
つ
い
て

・
将
来
の
幼
稚
園
・
保
育
所
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て

・
平
成
24
年
度
以
降
の
年
末
年
始

の
ご
み
の
持
込
に
つ
い
て

な
ど
、
質
疑
・
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

（
宮
﨑
委
員
長
記
）

　１２月１４日全委員出席のもと、本会議か
ら付託を受けた議案を審議しました。また、
継続審査案件についてなど調査しました。
　その主な内容について報告します。

→三重中央開発㈱の
　三重リサイクルセ
　ンターを現地調査

平成２４年４月からの可燃ごみ委託処理に伴い
関連施設の現地調査を実施

　１１月２２日、可燃ごみの積替え作業を行うための仮
設施設工事が行われる予定の斑鳩町最終処分場で現地調
査を行い、町職員から工程について説明を受けました。
　また１２月１４日午後、可燃ごみ処理委託に係る委託
先の受入体制及び処理施設等について現地調査を実施し
ました。
　処理委託業者は、三重県伊賀市の三重中央開発㈱で、
持続型資源循環社会を
目指したリサイクル事
業を行っていること等
説明を受けました。
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委
員
会
付
託
議
案

◎
議
案
第
36
号
、
斑
鳩
町
暴
力
団

排
除
条
例
に
つ
い
て

　
社
会
か
ら
暴
力
団
を
排
除
す
る

気
運
を
更
に
高
め
る
た
め
、
斑
鳩

町
暴
力
団
排
除
条
例
を
制
定
し
、

住
民
や
事
業
者
、
そ
し
て
町
と
の

連
携
を
一
層
強
化
し
、
社
会
が
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
充
実
さ

せ
て
い
く
と
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　
委
員
か
ら
、
祭
り
等
に
お
け
る

暴
力
団
へ
の
対
応
に
つ
い
て
等
、

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

（
結
果
） 

満
場
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
37
号
、
斑
鳩
町
暴
力
団

排
除
条
例
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
に
つ
い

て（
結
果
） 

満
場
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
38
号
、
特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
結
果
） 

満
場
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
39
号
、
斑
鳩
町
消
防
団

員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
結
果
） 

満
場
一
致
で
可
決

　
継
続
審
査
案
件

◎
斑
鳩
町
に
お
け
る
歴
史
的
史
跡

等
の
発
掘
調
査
、
整
備
保
存
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て

　「
国
宝
藤
ノ
木
古
墳
里
帰
り
展
」

を
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
11
月

に
開
催
し
、
２
４
９
３
名
の
来
館

者
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
来
館
の
動
機
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
法
隆
寺
や
藤
ノ
木
古
墳
の

観
光
客
が
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

に
来
館
さ
れ
る
方
が
多
く
な
っ
て

い
る
の
は
、
案
内
看
板
等
を
整
備

し
て
き
た
効
果
が
現
れ
て
き
て
い

る
の
で
は
と
い
う
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

　
各
課
報
告
事
項

○
町
立
幼
稚
園
の
保
育
料
据
え
置

き
に
つ
い
て

　
平
成
24
年
度
の
保
育
料
は
国
の

基
準
ど
お
り
に
改
定
す
る
と
、
月

額
６
３
０
０
円
に
な
る
が
、
現
在

の
厳
し
い
経
済
状
況
を
考
慮
し
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
保
育
料
の
改
定
を
見

送
り
、
現
行
の
６
１
０
０
円
に
据

え
置
き
た
い
と
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　
委
員
か
ら
、
厳
し
い
財
政
の
中

で
保
育
料
の
据
え
置
き
は
評
価
す

る
が
、
で
き
れ
ば
小
・
中
学
校
で

30
人
学
級
を
実
施
さ
れ
て
い
る
な

か
で
、
幼
稚
園
で
も
検
討
で
き
な

い
か
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

 

そ
の
他

○
斑
鳩
町
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
神
奈
川
県
小
田
原
市
と
の
都
市

間
交
流
に
関
す
る
協
定
に
つ
い

て
○
職
員
採
用
試
験
３
次
試
験
結
果

に
つ
い
て

○
町
立
幼
稚
園
教
論
の
採
用
に
つ

い
て

　
な
ど
の
報
告
に
対
し
、
質
疑
・

意
見
が
あ
り
、
町
か
ら
一
定
の
回

答
が
あ
り
審
議
を
深
め
ま
し
た
。

（
伴
委
員
長
記
）

　
12
月
15
日
全
委
員
出
席
の
も
と
、
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
議
案
を

審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。ま
た
、
各
課
報
告
事
項
と
し
て
諸
報
告
を
受
け
ま
し
た
の
で
、

そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

先進地を視察

　１０月２７日と２８日に、先進地視察研修を行いま
した。
　兵庫県佐用町では、平成２１年の台風９号による豪
雨で甚大な被害を受けられた後の復興と、現在取り組
まれている防災施策について研修を深めました。
　また、広島県竹原市では、「協働のまちづくり」に
ついて研修し、今後、住民のみなさんと力を合わせて
まちづくりをすすめるうえで参考となりました。

→佐用町・防災室で
　視察研修
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予 算決算常任委員会

　
委
員
会
付
託
議
案

　
付
託
さ
れ
た
５
議
案
は
可
決

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
人
件
費

の
減
額
調
整
と
、
人
事
異
動
に
伴

い
、
各
課
で
人
件
費
に
変
更
が
生

じ
る
こ
と
や
、
共
済
組
合
の
掛
け

率
の
変
更
な
ど
に
よ
り
、
各
会
計

に
補
正
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。

◎
議
案
第
40
号
　
平
成
23
年
度
斑

鳩
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）に
つ
い
て

　
新
た
に
交
付
金
な
ど
を
得
て
、

事
業
を
進
め
る
こ
と
や
、
制
度
の

利
用
の
増
減
、
寄
付
金
な
ど
あ
っ

て
、
補
正
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
委
員
の
意
見
】

①
交
付
金
を
活
用
し
て
、
西
・
東

憩
の
家
の
屋
根
の
改
修
や
マ
ッ

サ
ー
ジ
機
な
ど
の
備
品
購
入
が

さ
れ
ま
す
が
、
カ
ラ
オ
ケ
の
機

械
が
か
な
り
古
い
シ
ス
テ
ム
の

も
の
で
、
高
齢
者
に
は
使
い
に

く
く
、
管
理
も
大
変
な
こ
と
か

ら
、
改
善
が
必
要
で
は
な
い

か
。

②
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が
高
齢

化
し
て
く
る
こ
と
で
、
各
事
業

費
用
の
増
加
な
ど
が
あ
る
の

で
、
今
後
の
動
向
を
見
通
し
た

財
政
計
画
と
予
算
編
成
が
必
要

で
あ
る
。

③
保
育
所
の
給
食
の
調
理
・
洗
浄

業
務
を
委
託
す
る
た
め
の
債
務

負
担
行
為
補
正
が
追
加
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
離
乳

食
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
な

ど
、
０
歳
か
ら
の
子
ど
も
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
の
調
理
が
契
約
で
担
保

さ
れ
る
の
か
。

◎
議
案
第
41
号
　
平
成
23
年
度
斑

鳩
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
４
号
）に
つ
い
て

　
給
付
費
の
決
定
が
あ
り
、
変
更

す
べ
き
補
正
が
生
じ
ま
し
た
。

【
委
員
の
意
見
】

①
ひ
と
り
当
た
り
の
医
療
費
が
県

の
平
均
を
上
回
る
傾
向
が
あ

る
。
高
齢
化
に
伴
う
今
後
の
動

向
を
踏
ま
え
、
予
防
と
対
策

に
、
さ
ら
に
努
め
て
ほ
し
い
。

②
朝
と
夜
の
診
療
報
酬
の
違
い
な

ど
、
診
療
報
酬
の
改
定
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
一
般
的

に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
改
定
に

伴
う
周
知
に
努
め
て
ほ
し
い
。

◎
議
案
第
42
号
　
平
成
23
年
度
斑

鳩
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
が

減
額
さ
れ
た
こ
と
や
、
岡
本
汚
水

幹
線
の
入
札
が
行
わ
れ
て
事
業
費

に
変
更
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

【
委
員
の
意
見
】

①
継
続
補
正
の
変
更
に
つ
い
て
、

岡
本
汚
水
幹
線
の
低
入
札
調
査

価
格
で
の
落
札
に
よ
り
、
変
更

さ
れ
た
も
の
だ
が
、
３
年
間
の

費
用
割
が
当
初
の
見
込
み
と
同

じ
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
で
よ
い
の

か
。
金
額
が
大
幅
に
変
更
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
工
程
、
工
期
ど

お
り
の
積
算
に
な
っ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
。

②
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の

減
額
の
内
容
と
今
後
の
動
向
に

つ
い
て
な
ど
、
今
後
の
財
政
計

画
に
影
響
が
出
て
く
る
の
で
は

な
い
か
。

◎
議
案
第
43
号
　
平
成
23
年
度
斑

鳩
町
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て

　
人
件
費
以
外
の
も
の
は
な
く
、

委
員
か
ら
も
特
に
意
見
や
質
疑
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◎
議
案
第
44
号
　
平
成
23
年
度
斑

鳩
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）に
つ
い
て

　
人
件
費
以
外
の
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

【
委
員
の
意
見
】

　
台
風
12
号
の
被
害
に
よ
り
、
支

援
の
た
め
職
員
を
派
遣
し
た
が
、

そ
れ
ら
の
経
費
は
ど
の
よ
う
な
取

り
扱
い
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
以
上
の
よ
う
な
意
見
や
、
さ
ま

ざ
ま
な
質
疑
は
あ
り
ま
し
た
が
、

５
議
案
す
べ
て
、
委
員
会
と
し
て

満
場
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　
閉
会
中
の
委
員
会
で
は
、
主
に

継
続
審
査
案
件
を
議
題
と
し
て
、

町
か
ら
の
報
告
を
受
け
て
一
定
の

審
査
を
し
ま
す
。
そ
れ
で
、
「
予

算
補
正
を
必
要
と
す
る
事
務
事
業

に
つ
い
て
」
を
継
続
審
査
と
す
る

手
続
き
を
委
員
会
の
中
で
確
認
し

て
決
定
し
ま
す
。
（
議
会
に
は
い

ろ
い
ろ
な
ル
ー
ル
が
あ
り
、
こ
れ

を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
閉
会
中

に
委
員
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
）

（
里
川
委
員
長
記
）

　閉会中の１１月２５日（金）と開会中の
１２月１６日（金）に５名の委員出席のも
と委員会を開催しました。
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「
新
年
を
迎
え
、
も

う
１
カ
月
が
過
ぎ
ま
し

た
が
、
新
年
に
か
け
た

願
い
を
成
就
す
る
た
め

の
精
進
は
継
続
で
き
て

い
ま
す
か
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災

か
ら
17
年
が
経
過
し
、

東
日
本
大
震
災
の
発
生

か
ら
１
年
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　
当
時
の
思
い
・
決
意
を
忘
れ
ず

実
行
し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
よ
る
安
心
な
町
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
東
大
寺
二
月
堂
の
修
二
会
は
、

平
成
24
年
で
１
２
６
１
回
を
数
え

る
。
東
大
寺
の
な
が
い
歴
史
に

あ
っ
て
、
「
不
退
の
行
法
」
と
し

て
、
１
２
５
０
有
余
年
も
の
間
一

度
も
絶
え
る
こ
と
な
く
、
今
日
に

い
た
る
ま
で
引
き
継
が
れ
て
き

た
。

　
そ
れ
は
修
二
会
の
儀
式
が
天
下

泰
安
、
五
穀
豊
穣
、
万
民
快
楽
な

ど
、
人
々
の
幸
福
を
願
う
行
事
と

さ
れ
て
き
た
か
ら
だ
そ
う
だ
。

　
日
本
の
総
理
大
臣
が
「
不
退
転

の
決
意
」
で
財
政
再
建
や
国
会
議

員
の
定
数
削
減
も
行
う
と
明
言
。

　
い
ま
問
題
を
先
送
り
に
す
れ

ば
、
若
者
が
高
齢
者
に
な
る
と

き
、
安
心
で
き
る
社
会
が
築
け
て

い
る
の
か
。

　
総
理
が
示
す
不
退
の
意
味
に

よ
っ
て
は
、
先
々
の
世
代
に
引
き

継
が
れ
る
社
会
が
変
わ
り
そ
う

だ
。

　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　　
法
隆
寺
の
お
会
式
ま
で
、
寒
い

日
々
が
続
く
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ど
う
か
体
調
管
理
に
は
十
分

に
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
、
暖
か

い
春
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
あ
げ
ま
す
。

広
報
発
行
常
任
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委

員

″″

小
　
林
　
　
　
誠

紀
　
　
　
良
　
治

中
　
川
　
靖
　
広

坂
　
口
　
　
　
徹

辻
　
　
　
善
　
次

（
小
林
委
員
長
記
）

い
か
る
が
議
会
だ
よ
り

◆
〒
636-0198　

奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
法
隆
寺
西
3-7-12　

☎
74-1001　

内
線
302

平
成
24年

2月
1日
発
行

N
o.71

　斑鳩町消防団出初式が１月５日に開かれ、消防団員の

皆さんが集結しました。

　式典では、消防団活動に長年尽力し功績のあった団員

の方々が表彰を受けられたあと、寒風の吹くなか、消防

団員の皆さんが力強く分列行進されました。

　そのあと、竜田川河川敷で実施された一斉放水では、

勢いよく水のアーチが描かれ、参加者全員が１年間の無

災害と消防団の発展を願いました。

災害のないまちへ、願い届け

▲竜田川での一斉放水。

▲堂々とした分列行進。 ▲平成23年12月に更新された第3分団ポンプ車。
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